










年 月 日P日 第 回 花山データ解析ワークショップ 花山天文台
年 	月 日P日 京大天文台将来計画ワークショップ 飛騨天文台
年 月 日 第 回 関西プラズマ天体物理フォーラム 飛騨天文台
年 月 日P日 天体研究会 花山天文台
年 月 日 学振日米共同研究ワークショップ
太陽コロナと地球磁気圏における
磁気リコネクション 花山天文台
年 月 日P日 一般相対論的研究会 花山天文台
年 月 日 *プロジェクト天体シミュレーション
グループ研究会 花山天文台
 共同研究・受託研究










. % %2 3 ? =A0? & %。また、ニシカワ博士と磁気リ
コネクションの粒子シミュレーションに関する共同研究を進めた。



























代表7 黒河宏企、研究委託機関7 独立行政法人 通信総合研究所、研究経費7 ? 千円
太陽フレアの発生機構の解明では、超高空間分解観測が必要であり、きわめて特殊かつ大
型の望遠鏡が必要である。この条件を満たす観測施設は日本においては京都大学大学院理学
研究科附属天文台のドームレス太陽望遠鏡のみであり、加えて京都大学が蓄積した高空間分
解データ解析と計測開発技術を通信総合研究所の太陽観測衛星 0計画の中で有効に活用す
る。このため飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡の高空間分解データを分析した上で、フレア・
<発生機構に関する研究を更に発展させる為に、0ミッションが貢献すべき研究目的と
その方法 
装置の概念設計を含むを明確化する。更に、可視光域の単色像撮像のための装置
の概念検討を実施して、必要な基礎実験の一部を実施した。
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